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第１ 評価の基本方針 

  １  評価の趣旨 

京都府公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、地方独立行

政法人法（平成 15 年法律第 118 号）第 28 条第１項の規定により、京都府公立大学

法人（以下「法人」という。）の平成 26 年度の業務の実績について、次の方針に基

づき評価を行った。 

  ２  評価の方針 

  ア 大学の教育研究の特性に配慮しつつ、法人の継続的な質向上に資する。 
  イ 中期計画に定めた項目ごとの各年度における具体的な実施状況について調査・

分析し、業務の全体について評価を行うことにより、業務運営の改善・充実に資す
る。 

  ウ 評価を通じて、法人の業務運営状況を明らかにし、府民に分かりやすく示す。 

  ３  評価の方法 

ア 評価は、法人による自己評価を聴取した上で行った。 

  イ 評価は、全体評価及び項目別評価により行った。 

（ｱ）全体評価 

全体評価は、項目別評価の結果を踏まえ、法人の業務の実績全体について評 

価を行った。 

（ｲ）項目別評価 
項目別評価は、年度計画の小項目及び大項目ごとに行った。 

 
年度計画の小項目ごとの評価は、次のⅣ～Ⅰの４段階により行った。 

 
 Ⅳ 年度計画を上回って実施している 
 Ⅲ  年度計画を十分に実施している 
 Ⅱ  年度計画を十分には実施していない 
 Ⅰ  年度計画を実施していない 
 

      
年度計画の大項目ごとの評価は、次のＳ～Ｄの５段階により行った。 

 
Ｓ 特筆すべき進捗状況にある(評価委員会が特に認める場合) 
Ａ  順調に進んでいる(すべてⅣ又はⅢ) 
Ｂ 概ね順調に進んでいる(Ⅳ又はⅢの割合が９割以上) 
Ｃ やや遅れている(Ⅳ又はⅢの割合が９割未満) 
Ｄ  重大な改善事項がある(評価委員会が特に認める場合) 
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第２ 全体評価 

法人は、京都府立医科大学（以下「医科大学」という。）及び京都府立大学（以下「府
立大学」という。）を設置及び管理し、京都府民に開かれた大学として透明性の高い運
営を行うとともに、京都府の「知の拠点」として、質の高い教育研究の実施を通して、
幅広い教養、高い専門能力及び倫理観を持った人材を育成し、また、世界トップレベル
の医療の提供や教育研究の成果を府民や地域に還元することにより、府民生活の向上、
地域社会や国内外の発展に貢献することを目的としている。 

法人は、この目的の具現化を図るため、平成２０年度から平成２５年度までの６年間
を期間とする第一期中期計画を作成し、総合的で専門性の高い教育研究の実施と優れた
人材の育成をはじめ、医科大学及び府立大学に国立の京都工芸繊維大学を加えた３大学

の教養教育共同化の推進、産学公連携などによる地域貢献、高度で安全・安心な医療の
提供や、効果的・効率的な業務運営等に取り組んできたところである。 

平成２６年度から、平成３１年度までの新たな６年間の中期目標期間となることか
ら、法人では目標の達成に向けた第二期中期計画を作成するとともに、毎年度、計画達
成に向けて年度計画を作成し取り組んでおり、今回、その初年度にあたる平成２６年度
計画の業務実績評価を行った。 

平成２６年度の法人の業務実績について総合的に評価すると、年度計画全１６６項目
中１５７項目が、「年度計画を上回って実施している」（評価Ⅳ）又は「年度計画を十
分に実施している」（評価Ⅲ）となり、その割合は全体の９４．６％となっており、中

期計画の初年度として計画達成に向けて努力している。 

医科大学附属病院及び北部医療センターにおいて、連携病院や診療所などとの関係を
強化し、患者紹介率等が計画の数値目標を大きく上回って達成していることや、府立大
学において「京都和食文化研究センター」を設置し、和食文化の教育推進に積極的に取
り組んでいることなど、着実に進捗している項目が数多く見られる。 

一方で、医科大学において学生の府内就職率の目標が達成できていないことや、同附
属病院において病床利用率が目標の数値に至っていないことなど、年度計画の達成状況
としては不十分であると認められるものも見られるとともに、研究活動における不正防
止について、再発防止に向けてより一層の取組が求められる。 

このため、平成２６年度の業務実績については、中期計画の達成に向けて、法人全体
として「やや遅れているものもあるが、概ね順調にすすんでいる」と評価する。 

法人においては、今年度が第二期中期計画の２年目の年度となるため、今回明らかと
なった課題を十分点検するとともに、必要な改善を施すことにより、中期計画の達成に
向けて、理事長のリーダーシップと責任のもと、副理事長である両大学の学長とともに
一法人二大学の特長を発揮され、教職員が一丸となって、より一層積極的に取り組まれ
ることを求める。 
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【２６年度計画「大項目」評価結果】 
 

 
        評定 
 
 
大項目 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

特筆すべき進
捗状況(達成状況)
にある 

順調に進んで
いる(良好な達成状況
にある) 

概ね順調に進
んでいる(概ね良
好な達成状況にある) 

やや遅れてい
る(不十分な達成状況に
ある) 

重大な改善事
項がある 
 

教育研究等の質
の向上に関する
事項 

 
 
 
 

 
 
 
 

○ 

（○） 

 
 
 
 

 
 
 
 

業務運営の改善
等に関する事項 

 
 
 
 

○ 

（○）
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

財務内容の改善
に関する事項 

 
 
 
 

○ 

（○）
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

教育研究及び組
織運営の状況の
自己点検・評価
並びに当該情報
に係る情報の提
供に関する事項 

 
 
 
 
 

（○）  ○ 

 
 
 
 
 

その他運営に関
する重要事項 

 
 
 
 
 

 ○ （○）
 

 
 
 
 
 

注）（ ）書は 25 年度の評価結果 
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第３ 項目別評価 

 
１  教育研究等の質の向上に関する事項 

 
○  「第２ 教育研究等の質の向上に関する事項」については、教育研究の特性に
配慮し、事業の外形的・客観的な進捗状況についての評価を行った。本項目に係
る平成２６年度計画については、項目数が多く、内容も幅広いため、細分化し、
評価結果を取りまとめた。 

 

     ◆「教育研究等の質の向上に関する事項」の全体評価 

 

○ 平成２６年度計画については、「小項目評価」において、１２１項目中１項目

が「Ⅳ」（年度計画を上回って実施している）、１１３項目が「Ⅲ」（年度計画
を十分に実施している）の評価結果となり、その割合が９割以上（９４．２％）
となっているため、「大項目評価」としては、「Ｂ」評価であり、平成２６年度
計画が概ね順調に進んでいると認められる。 
 

 
大項目評価 Ｂ 概ね順調に進んでいる。 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 １ １１３ ７ ０ １２１ 

構成比(%)     (0.8) (93.4) (5.8) (0.0) (100.0) 

 

 

    (1) 教育等に関する目標 

 

 小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 ０ ５８ ２ ０ ６０ 

構成比(%)     (0.0) (96.7) (3.3) (0.0) (100.0) 

 

   （評価できる項目） 
○ 府立大学の和食文化の学科（学部）開設の検討について、「京都和食文化研
究センター」を設置し、推進体制を構築したほか、和食に関するリカレント講
座を実施し、和食文化の教育推進や啓発に取り組んでいる。 

 
○ 医師・看護師の国家試験の合格率が、医師は９８％、看護師は９８.８％と、
ほぼ全員が合格している。 

 

   （課題となる項目)   
○ 府立大学の教育活動の評価について、自己評価委員会を開催し、大学の認証
評価に向けて既存の評価データの整理や分析を行っているが、計画にある内部

質保証部会（仮称）の設置が学内での検討段階でとどまっており、設置に向け
て取り組む必要がある。 
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   (2) 研究に関する目標 

 

 
 
 
 

 
 
 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 ０ ２６ １ ０ ２７ 

構成比(%)     (0.0) (96.3) (3.7) (0.0) (100.0) 

        

   （評価できる項目） 

○ 府立大学の精華キャンパスでは、ダチョウ抗体がエボラ出血熱の抗体の大量
生産を可能にするなど、バイオマテリアルの生産・開発研究の成果がけいはん
なエリアに留まらず、各種研究機関との連携のきっかけとなった。 

 
○ 医科大学では、国際化推進体制の観点から、現在の課題と、取り組むべき内
容をまとめた「国際化推進プラン」を策定した。 

 

   （課題となる項目) 
○ 府立大学では、科学研究費等研究費の不正防止計画等の改正や、全教員を対

象とした不正防止講習を実施したが、平成２６年度に論文不正が発覚する事態
が発生しており、更なる再発防止に向けて取り組む必要がある。 

 

 

   (3) 地域貢献に関する目標 

 

 
 
 
 

 
 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 ０ １８ １ ０ １９ 

構成比(%)     (0.0) (94.7) (5.3) (0.0) (100.0) 

 

   （評価できる項目） 

○ 府立大学の和食文化の学科（学部）開設の検討について、「京都和食文化研

究センター」を設置し、推進体制を構築したほか、和食に関するリカレント講
座を開設し、和食文化の教育推進や啓発に取り組んでいる。 

 
○ 医科大学附属北部医療センターを中心として、医師不足が深刻な府北部地域

の人材確保のために、府内医療機関への医師派遣を積極的に実施した。 
 

       (課題となる項目) 
○ 産業界等からの共同研究・受託研究等の件数について、平成 25 年度比１０

％以上増を計画に掲げる中、医科大学では 17％（22 件）増となり目標を達成
したが、府立大学では 2％（1 件）増にとどまり目標を達成できていない。 
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   (4) 医科大学附属病院及び附属北部医療センターに関する目標 
 

 
 
 
 
 

 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 １ １１ ３ ０ １５ 

構成比(%)     (6.7) (73.3) (20.0) (0.0) (100.0) 

 

   （評価できる項目） 
○ 患者紹介率及び逆紹介率が、附属病院ではそれぞれ７２.５％（計画：５０

％以上）、６２.６％（計画：４１.５％以上）、北部医療センターではそれぞ
れ５２.５％（計画：５０％以上）、１１５.７％（計画９０％以上）となり、

計画の数値目標を大きく上回って達成している。 
 

       (課題となる項目) 
○ 医科大学の学生の府内就職率は、医学科が６３.３％（計画：６５％以上）、

看護学科が６７.５％（計画：７０％以上）となり、計画の数値目標を達成で
きていない。 

 
○ 入院及び外来の患者満足度が、附属病院ではそれぞれ８９.４％（計画：９

０％以上）、８１.８％（計画：８０％以上）、北部医療センターではそれぞ
れ８８.５％（計画：９０％以上）、７７.０％（計画８０％以上）となってお
り、全体として計画の数値目標を達成できているとは言えない。 

 
○ 病床利用率が、附属病院では７９.１％（計画：８２.５％以上）となってお

り、達成できていない。 
 

 

 

２ 業務運営の改善等に関する事項 
      

○  平成２６年度計画については、「小項目評価」において、１１項目中１１項目

全てが「Ⅲ」（年度計画を十分に実施している）の評価結果となり、「大項目評
価」としては、「Ａ」評価であり、平成２６年度計画が順調に進んでいると認め
られる。 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

大項目評価 Ａ 順調に進んでいる。 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 ０ １１ ０ ０ １１ 

構成比(%)     (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (100.0) 

 

（評価できる項目） 

○ 学校教育法等の一部改正を踏まえ、ガバナンス改革に関する理事長・学長と
の懇談会を開催し、意見交換を行うとともに、学長ガバナンスの強化を図るた

め、組織の見直し等を行った。 
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○ 府立大学では、「男女共同参画推進基本理念と基本方針」の策定や、教職員
の子どもを対象とした夏休み学童保育の開催など、ワークライフバランスの啓
発活動を行った。 

 

 

３ 財務内容の改善に関する事項 
 

○  平成２６年度計画については、「小項目評価」において、６項目中６項目全て
が「Ⅲ」（年度計画を十分に実施している）の評価結果となり、「大項目評価」
としては、「Ａ」評価であり、平成２６年度計画が順調に進んでいると認められ
る。 

      

 

 
 
 
 
 
 

 

大項目評価 Ａ 順調に進んでいる。 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 ０ ６ ０ ０ ６ 

構成比(%)     (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (100.0) 

 

   （評価できる項目） 

○ 研究の科学研究費等の外部資金を獲得するため、両大学では、外部資金申請
を全教員が１件以上行い、数値目標（数値目標：各教員１件以上）を達成した。 

 
○ 委託業務等の経常的経費について、安易な随意契約ではなく、一般競争入札
等の導入の検討や、対応可能なものについては複数年契約とし、経費の抑制な
どに努めている。 

 
 
 
４ 教育研究及び組織運営の状況の自己点検・評価並びに当該状況に係る情報の

提供に関する事項 
 

○  平成２６年度計画については、「小項目評価」において、３項目中２項目が「Ⅲ」

（年度計画を十分に実施している）の評価結果となり、その割合が８割以下（６
６．７％）となっているため、「大項目評価」としては、「Ｃ」評価であり、平
成２６年度計画がやや遅れていると認められる。 

 

 
 
 
 
 

 

大項目評価 Ｃ やや遅れている。 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 ０ ２ １ ０ ３ 

構成比(%)     (0.0) (66.7) (33.3) (0.0) (100.0) 
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（評価できる項目） 
○ 北部医療センターの病院機能評価の更新受診に向けて、ワーキンググループ
等の設置や、自己評価を実施するなど、現状の課題を取りまとめ、改善の取組
を進めている。 

 

（課題となる項目） 
○ 府立大学の教育活動の評価について、自己評価委員会を開催し、大学の認証
評価に向けて既存の評価データの整理や分析を行っているが、計画にある内部
質保証部会（仮称）の設置が学内での検討段階でとどまっており、設置できる
よう取り組む必要がある。 

 

 

 

５ その他運営に関する重要事項 
 

○ 平成２６年度計画については、「小項目評価」において、２５項目中２４項
目が「Ⅲ」（年度計画を十分に実施している）の評価結果となり、その割合が
９割以上（９６．０％）となっているため、「大項目評価」としては、「Ｂ」
評価であり、平成２６年度計画が順調に進んでいると認められる。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

大項目評価 Ｂ 概ね順調に進んでいる。 

小項目評価 

評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 

項目数 ０ ２４ １ ０ ２５ 

構成比(%)     (0.0) (96.0) (4.0) (0.0) (100.0) 

      

（評価できる項目） 
○ 医科大学において防災計画検討委員会等の設置や、消防署と連携し防災訓練
を実施するとともに、府立大学においては、下鴨・精華キャンパスで、防災訓
練を実施した。 

 

○ 医科大学において、研究倫理教育の徹底を図るため、教職員に対して研修会
を実施し、大学院生等を対象として研究倫理に係る研修会を実施した。 

 
（課題となる項目） 
○ 研究活動の不正防止について、医科大学ではｅラーニングの義務づけや、国
のガイドラインに基づき「不正防止行為等に関する規程」を新たに定め、府立
大学では不正防止に関する講習会を実施しているが、平成２６年度に論文不正
が発覚する事態が発生しており、更なる再発防止に向けて取り組む必要があ
る。 


